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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、企業の研究開発の成果である技術知識に着目して研究開発のスピルオーバー、特許制度の下での審査請
求行動、技術の陳腐化という３つの視点からわが国企業を対象に実証分析を行っている。技術知識のスピルオーバー
が生産構造に与える影響、リアルオプションモデルに基づく企業の審査請求行動の決定要因、技術の陳腐化率のパタ
ーンについて新たな知見が得られている。特許データのカバレッジ、可変的な陳腐化率の解釈等には課題も残されて
いるものの、博士（経済学）を授与するには十分な業績であると判断する。 
